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2. 実験後28日目のグループ3の腫瘍体積（477±107 mm3）はグループ1（1569±275 mm3, P = 0.0002）お
よびグループ2（1204±220 mm3, P = 0.016）と比較して有意に低値であった。 
3． 腫瘍の組織学的検討では腫瘍細胞に広汎な壊死がみられた。 
4． 誘導加温に関連した重篤な副作用は認めなかった。 
本研究の結果からフェルカルボトランを用いた誘導加温は安全かつ有益なアプローチであり、肺癌の実
地臨床に応用可能であることが示唆された。 
本研究は、フェルカルボトランを用いた誘導加温が肺癌に対しても有用であることを初めて明らかにし
たものであることから、学位に値する成果と判断された。 
